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畑圃場における被覆窒素肥料の溶出特性と追肥省略栽培法
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1　は　じ　め　に

前報日ではエダマメ，スイートコーンを中心に夏作マル

チ栽培における被覆窒素肥料の施用効果を報告した。本報

では越冬作物で生育期間の長い．小麦，ニンニクに対する

施用効果を報告する。

2　拭　験　方　法

（1）窒素溶出率の推定

農業気象観測地温を用い，T社製被覆窒素肥料溶出推定

プログラムにより推定した。

（2）小麦に対する被覆窒素肥料の施用効果

1）試験年次（播種年度）　1987年，19舶年

2）試験場所　岩手農試本場（厚層腐植質黒ボク土）．

県南分場（鴇色低地土），県北分場（厚層腐植質黒ポク土）

3）供試肥料　溶出70．100，140日タイプ（各70％配

合）。慣行は基肥に高度配合肥料，追肥は融雪期に硫安を

施用

4）耕種概要

試 験 場 所 本　 場　　 県南分場　　 県北分場

試 験 年 次 1987 1988 1987 1988 1987 1988

施肥量　 N 10　 10　　 10　　 9　　　 8　　　 6
（成分 ， P 20 5 20　 13　　 20　 12　　 25　　 20

kg／10 a ）K 20 15　 10　　 15　　 9　　 15　　 10
播種期 （月・日 ） 9．3 0　 9．30 10．9 10．11 10．1　 9．30
播種法 ドリル ドリル ドリル　 全面 ドリル　 粂播

播種量 （厄／10 a ） 6．6　 8．0　　 9．5 10．0　 10．0　　 7．6

5）供試品種　ナンブコム半，コユキコムギ，キタカ

ミコムギ

（3）ニンニクに対する被覆窒素肥料の施用効果

1）試験年次（播種年度）　1987年～1989年

2）試験場所　岩手農試本場（厚居腐植質黒ポク土）

3）供試肥料　溶出70，100日タイプ（各44％配合）。

慣行は基肥に高度配合肥料を追肥にNK化成肥料を3月下

旬と5月上旬の2回（5kg／10a／回）施用

4）施肥量（成分∴短／10a）N24　P20524

K2024．3

5）載積様式　フイルムマルチ栽培（8315B，20，000

株／10a）

6）供試品種　八幡平，福地ホワイト

7）播種期1987年10月6日，1988年9月28日，1989

年9月30日

3　試験結果及び考察

被覆窒素肥料の溶出推移（10月1日施用，無マルチ条件

での推定）を図1に示した。推定結果によれば．①40日タ
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図1被覆窒素肥料の期間（1か月）溶出率の推移

イブは施用後1か月で17％が溶出し．越冬期間中も比較的

高い溶出率で推移し，越冬後4月にピークを示した後溶出

率が急減する。②140日タイプは越冬前の溶出率は小さく，

また越冬期間中ほとんど溶出しないが，越冬後から徐々に

増加し8月に溶出ピークがみられる。③70日．100日タイ

プは両者の中間の溶出パターンを示し，越冬後急軌こ溶出

率が増加し6月に溶出ピークがみられる。④100日タイプ

は6月までの溶出率は70日タイプより小さいが6月以降大

きいなどの特徴がみられた。したがって，40日タイプは初

期の溶出率が大きく越冬作物には不適と考えられたことか

ら，70日，100日，140日タイプを検討した。

小麦に対する被覆窒素肥料の施用結果を表1，表2に示

した。70日区は慣行区に比べ越冬前の生育はやや劣ったが，
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要 1 調査成績 （1瑚 年播種・農試本場）　　　　　　　　　　　　　　　　 （10a 当り）

区 名
窒素＊1
施 肥量
（kg）

乾物垂調査 成熟期及び収量調査 倒伏程度
越冬前 越冬後 滅分期　（g／d ） 搾 長　 穂 長

（Ⅷ） （Ⅷ） （
棟 数　 全 車 子実重（比）千粒垂
木／d ） （座） （k ） （g） 5／22　成熟期

慣行区 6＋4 62．6　 116．2　　 500 113　 10．9　　 642　 1，610 ・473（100）　 39．4 中　　 甚
70 日区 10（7）＋0 53．4　 112，6　　 542 114　 10．9　　 672　 1，780　 563（119）　 42．3 中　　 甚

100 日区 10（7）＋0 50．2　　　 91．6　　 557 114　 10．5　　 629　 1．780　 575（122）　 42．6 少　　 甚

注． ＊1 ：括弧 （）は基肥中の被覆窒素成分。

蓑2　調査成績（1987年播種．農試本場）

区 名

軍 票 ■1

施 肥 量

（毎 ）

成 熟 期 及 び 収 量 調 査

搾 長 毯 艮 稔 歓 全 車 子 実 費 （比 ） 千 校 電 倒 伏
（m ） （印 ） （本 ′d ） （厄 ） （短 ） （g ） 程 度

慣 行 区 6 ＋4 1 16　 10 ．1　 6 09　 1 ．6 5 0　 48 8 （100 ）　 3 9 ．6　 中 ～多

100 日 区 10 （7 ．0 ）＋0 1 11　 9 ・8　 6 15　 1 ．7 6 0　 5 56 く日4 ）　 4 】．9　 少

】40 日 区 】0 （7 ．0 ）＋0 】0 9　 9 ，6　 5 59　 1 ．即 0　 48 0 （ 粥 ）　 仙 7　 微

注 ． ● 1 ：括 弧 （ ）は 基 肥 中 の 被 覆 垂 素 成 分 。

越冬後には慣行区並となり穂軌千拉重増により慣行対比

119％の多収となった。10柑区は越冬前後の生育は慣行

区より劣ったが減分期には優り，穂数は慣行区並で千粒垂

増により慣行対比114～122％の多収となった。100日区

は梓良，穂数が慣行区並であったにもかかわらず倒伏程度

は小さく，このことが豊熟良化につながったと考えられる。

140日区は棟数が少なかったが千校垂の増加により収量は

慣行区並となった。穂数が決定される越冬後から出穂期に

かけて窒素吸収量が少なく．このため穂数が減少したと考

えられる。

蓑5　ニンニク調査成績（1987年播種）

表3　小麦収量調査成績一覧
（k／lOa）

品　　 種 ナ ン ブ コ ム ギ コ ユ キ コ ム ギ キ タ カ ミ⊃ムギ
試 験 場 所 東 北 分 場 本 場 県 南 分 場 本 場 県 南 分 場 県 南 分 場

処 曜 内 容 収 1 （比 ） 収 t （比 ） 収 量 （比 ） 収 t （比 ） 収 t （比 ） 嶺 量 叱 ）

7D U 7 0％ （1鍋 8 ） 6 日 （10 日 諾 ； 0 日

19 ）
5 3 1 （】∝け 8 48 日 0 1）

1（対 円70 ％ （1％ 7 ）

】（泊 8 7 0 ％ （1％ 8）

4 7 5日 0 3 ）
4 7 1（ 9 5 ）

5 7 6 （ 9 5 ）

5 6 6 日 1 4）

6 7 1（10 5）
5 7 5 （12 2 ）

5 2 8 （ g g ） 8 18 （％ ）

52 1（1 0 7 ） 4 9 7 （‖旧）

Ⅰ朝 日70 ％ （川灯り 44 4 （ （妬）

46 4 （ 9 4）

48 0 （9 8 ） 伯 5 日 Ol） 4 3 2 （10 3 ）

蓑4　被覆窒素の溶出タイプと小麦の蛋白含量
（1988年）

原麦％
品種

試験場所

ナンブコムギ コユキコムギ

県北分場 試芸苧慧 Ⅶ 諾 慧 町
農試本場

慣　　 区 11．9　 13．8　 14 ．2　 12．3 11．6 12．3
無追 肥区 13 ．4　　 －　　　 －　　 －
70 日　区 12．9　 13 ．6　 13．3　 10．9 10 ．9 11．7
100 日　区 12．3　 14 ．2　 13．5　 11，2 11．4 13．7

区 名

慣 行 区

草丈削 茎径蠣1 全 書 全球電（比）

（cm ） （cm ） （kg） （kg ）

芸 望　 芸 琵 側球数　 諾 需 ； 規格別重量割合 ＊3

L　　 M　　 S　　 外
（g ／コ） （cD ） （球／⊃）　 （kg ） （％） （％） （％） （％）

85　　 1．57　 1，2 13　 1，06 1 （100 ） 53 ・1　 5．5　　　 5．0　 1．00 1 （100 ） 16　　 67　　 11　　 6
70 日 区 8 9　 1．64　 1，350　 1．173 （11 1） 58．7　　 5．7　　 4．6　 1，054 （105 ） 30　　 58　　　 2　　 10
100 日 区 89　　 1．6】　 1．060　 1．060 （100） 53．0　　 5．5　　　 5．1　　 997 （100 ） 8　　 82　　　 6　　　 8

＊1 ：7 月 1日調査 （収穫 期 7 月 2柑 ）。　 ＊2 ：平均球径 4 cm以上かつ側球数 4 個以上。

＊3 ：L ＝平均球径 6 ～ 6・9叫 M ＝同 じ く 5 ～ 5．9 cm ，S ＝同 じく 4 ～ 4．9 。恥

供試場所の収量成績一覧を表3に．原麦の蛋白含蛍を表

4に示した。70日，100日タイプとも多収となる事例が多

く，また100日タイプでは高蛋白となる傾向がみられた。

100日タイプでは生育後半の窒素溶出率が大きく，後期追

肥的効果を有することが蛋白含量を増加させると考えられ

る。

以上から小麦でも追肥省略栽培は可能であり，倒伏軽軌

高蛋白化の傾向を持つ100日タイプが適していると考えら

れる。

ニンニクに対する披覆窒素肥料の施用結果を表5に示し

た。70日区の収量は慣行対比105％と多く，L規格収量も

多く良質であった。越冬後2回追肥を行うニンニクには越

冬後早期の溶出率の大きい70日タイプが適すると考えられ

る。
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